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日本産ホソガムシ科概説

佐 藤 正 孝

概説 この科は, ホソ力 ムシ属だけで構成されて
おり, かってガムシ科の1亜科とされていた。  しかし
BOvING & CRAIGHEAD (1931) が幼虫の形態に基
づいて独立の科として取扱って以後,  JEANNEL et
PAuLIAN (1944),  CRowsoN ( l954) などほとんど
の研究者が科と認めてきている。 なお, 古くには,
THoMsoM (1867) が科として扱って
いたこともある。
この仲間は,  ニュー ジランドを除
く全世界に分布し, 約70種が知られ
ているが,  日本からは, 僅か3 種の
記録しかない。
最初の日本産種は, SHARP (1873)
が a fapomc1‘s を記較したのに始
まるが, この種は日本各地に普通で,
神谷 (1939) が図説したこともあり,
その他にもよく図説されている。 つ
づいて, SHARP (1884) は, 第2番
日の種として H aeq al is を記破
したが, その後まったく記録される
ことなく今日に至っている。 それ以
来約80年この科の日本産種について
の知見が加えられないまま近年に至
り, BALFOUR-BROWNE & M . SAT0
(1962) は H. chubuを記職すると
ともに,  日本産種のまとめを行なっ
た。 その中でAnnam (現在のViet-
nam) から知られていた H a n n a -

mfta を a .J' om cMs の sy r.o_' y m
と した。

外部形態 体長3 mm内外の小型種。 体は細長く ,
背面は金属光沢を帶びる。 体下面は光沢を欠き, 絞
毛状となる。 頭部は両限間やや前方にY字状の条満
を具える。限は大きく , 側方に突出している。触角
は7 節で, 先端3 節は被毛しており球押・部を形成し,
第4 節は盃状となる。 球f,'部は基部4 節を合せたよ
りやや短い。 小肥枝は4 節で, 触角とほぼ同じ長さc

第1 節は非常に短く , 第4 節は最も長いが, 第2 ,
3 節を合せたより短い。前胸背はほぼ四角形で, 後
方に狭まり, 背面は組大点刻を有し, 数個の凹陥を
具える。小楯板は小さい。上翅は10条の粗大点刻列
があり, 奇数間室は隆起する。前基節孔は後方が閉
じている。  各腹節は基部および中央が隆起してい

る。 肢は細く長い。 冝Ai節の第1  節は

第1 図 ydroc力“s tape川cl‘s
SHARPヤマトホソガムシ

非常に短く , 第 5 節は長く , 第1 ~
4 節を合せたとほぼ同じ長さとな
る。 -, 交尾器は三片型。
生態および幼生期 小さな民虫で
あることから, あまり人目にっかず,
生態についてはほとんど何も判って
いない。水生種でありながら, 水中
への適応は不十分で, 泳く' ことがで
きなく , 水中の沈積物につかまって
歩行している。成・ 幼虫ともに, 食
性は 物質と考えられるが, 有機質
の多い池や貯水池に多く生息してお
り, 成虫は灯火にも飛来することが
ある。 幼生期に関する報告は, 日本
ではまったくなく,  世界的にも,
RICHMOND (1920) の北アメリカで
の報告が唯一のものである。 そこで,
その報文から幼虫図を引用して示し,
参考に供しておきたい。 幼虫の口器,
触角, 尾部などは, 他のガムシ類に
比べかなり特異である点に注目され
たい

分類 カ' ムシ上科の中での他の科との関係を眺め
たり, 実際に調べる際の使宜とを考え合せて, 科へ
の検索を以下に示しておく。

ガムシ上科の科の検索
1 (2 )  頭頂にY字形の頭幅経合線がない。 触角の
球IF部は5節よりなる。附節は海盤を欠き, 第
5節は第1 ~4 節を合わせたよりも長い。腹部
は6 節が認められる。 交尾器に明瞭な基片を
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り、、く一 - - - - H yd raen idae ダルマ力'ムシ科
2 ( l )  頭頂にY字形の頭概経合線が認められる。
触角の球P,'.部は3 節よりなる。 船節は数本の剛
毛をもった福盤を有し, 第5 節は第1 ~ 4 節を
合わせたものとほぼ同じか, または短い。腹部
は5 節が認められる。 (一A  交尾器は明瞭な基片を
具える。

3 (4 )  体は細長く , 背面はあまりlﾊ ,隆しない。複
限は突出する。 前胸背板は基部が上翅幅より狭
く , l f面にイ規則な四陥が認められる。 前基節
iLの後方は開じている。 触角は7 節よりなる。
出節の第5 節は第 l ~ 4 節を合わせたものとほ
ぼ同じ長さ。 各.腹節基部および中央部は隆起す
る一ーーーーー一 Hydrochidaeホソカ'ムシ科

4 (3 )  体は球形ないし精円形で, 1'i'面はよく膨隆
する。複限はあまり突出しない。前胸背

室はすべて, 僅かに隆起しているだけである。
下唇基節は強くくぽむ。色彩は金属光沢のある
暗褐色

2(1 )  前胸背の凹陥は顕著である。 上超の第3 ,
5 ,  7 ,  9 間室は明瞭に隆起し, 隆条となる場
合がある。

3 ( 4 )  下 基節は中央が丸くくぼむ。上趣第3 ,
5 , 7 ,  9 間室は隆条となる。 色彩は青鋼気味
の光沢をもった焦茶色で, 頭部は黑色一 - - -

- - - - Chttbu BALFOUR-BROWNE et M. SAT0
4 (3 )  下唇基節は中央が僅かにくぼみ, 強い点刻
を散布する。 上翅第3 ,  7 ,  9 間室は明瞭に隆
起し, 第5 間室は隆条となる。 色彩は金属緑色
ないし 色の光沢をもった黒褐色一 - - - - -

板は基部が l-. ｴ  と同幅か,  または狭く
背面はPit・ 沢である。 前基節孔の後方は開
いている。触角は9 節で, まれに7 ~ 8
節よりなる。附節の第5 節は第 l ~ 4 節
を合わせたよりも短い。各a \節には隆起
部がない。

5 (6 )  頭部は前 背板に隠されて背面から

認めにくい。小理掾A技は触角より短い。前
基節は大きく, 前胸a更板を隠す。腹部の
第 l ~ 2 節は癒合する。一 - - - - - -
- - - - - Geor issidae マルドロムシ科

6 ( 5 )  頭部はl f面から容易に認められる。
J、l理枝は長く , 触角より長いか, ときに
同じ長さ。前基節は小さく , 前胸腹板は
明瞭に認められる。順部第1 ~ 2 節は癒
合しない。

7 (8 )  前胸背板は中央より前方でもっとも
中?広く, 背面に明liftな5 条の縦iltiがあ
る。 小術板は小さい。上翅の点刻列は列
状で, かなり強く印.刻される一 - - - -

- - - - Helophoridae セスジ力'ムシ科
8 (7 )  前胸背板は基部でもっとも幅広く ,

第2図 ホソ

ガムシの幼Si
Hydrochu,s sp
(RICHMOND,
1920による)

背面に縦fifiがない。 小觸板は比較的大きい。 上
の点刻は列状であるが,  微弱なものが多い

Hydrophi i idae 力' ムシ科

Genus Hydrochus LEACH, 1817 ホソガムシ属
属の模式種 : Silpha e1ongata ScHALLER, 1783

( ヨーロッパ産 )
現在まで,  日本産は3 種が知られているにすぎな
い。 それそれよく似ていて外部形態での区別はやや
むっかしぃが,  o交尾器を検することができれば同
定は容易である。外形の特異なことと, 古くからよく
知られていることもあって, 属名に関してsynonym
はないが, Hydrocus, Hydrochous など誤った綴
りがときに用いられている。

日本産ホソガムシ属の種の検索
l ( 2 )  前胸背の凹陥はあまり顕著でない。上翅間

黑色, 触角, 下 枝, 脚は黄 色 ; 前胸背は強く点
刻され, 不規則で徴弱な凹陥を具え, 後方に狭まる ;
翅輸の条滿は強く , 深く点刻され, 間室は狭くいず
れも概して似ていて等しい。 体長3 mm。
この小.民虫は, H. j.,Pontcus に非常に類似であ
るとはいえ, 前胸背の明瞭な凹陥を欠くことによっ
て別の種である .
分布 : 日本 (本州)。
2. H chubu BALFOUR-BROWNE et M. SAT0,

l 962 チュウプホソガムシ
“四日市市尾平山” の溜池および “大阪信太山,

道川池” で得られた標本に基づいて, 筆者らが記載
した種であるが, その後他からはまだ得られていな
い。都市近都でこのような種が近年に至るまで未記
載のまま見逃されていたことは, 日本の水生甲虫は
まだまだ調べなければならないことを如実に物語つ

- 2  -
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aequalis SHARP

J a e fells SHARP

1.   H aequal is SHARP,1884 ホソガ
ムシ

本種は, 京都の“Iコ械池”産の9) をﾚ実式標
本とし, “大阪”産の '、 を副模式標本として記
されたが, その後日本はもとより近隣話地
域の何処からも記録がな い。かって, 神谷
( l939) は前胸背のlu_1陥には変異があるとして
a fapom a‘s の syronym と思うという見
解を ,11、したことがある。 筆者は日本産極のま
とめに当って, 当時大英博物館の甲虫部に在
動の BALFOUR BROWNE氏をわずらわし, 本
種のタイプ標本を調べていただき, 標本写真
および 交尾器の図の送付を受け独立の種で
あることを確かめた。
記載に用いられた標本は, 1881年に G.

LEWIS氏が採集されたものであるが, その後
まったく採集されないのは残念で, 何とかし
て日本人の手で再発見を期待したいものであ
る。 これまでに, 原記般以外形態については
報告されたことがないので, 原記載を訳して
示しておきたい。
“体11'面は金属光沢ある暗?i色, 体下面は
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第3 図 Hydrochus
ch u u BALFOUR-
BROWNE et M.SAT0
チュウプホソガムシ

第4 図 Hydroc;lus
aequatis SHARP ホソ
ガムシの3 交Ji器

ていようo
種名の“chubu” は, 中部地方を意味して命名し
たものである。
体長 : 2.4~2.5 mm。
分布: 日本 (本州)。
3.   H j aponicus SHARP,  1873  ヤマトホソ
ガムシ

日本では, 各地の池や貯水池に普通の種であるが,
近年かなり個体数が少なくなった。原産地は“長崎”
である。 Annam から記1載 された H a n na m t t a

REGIMBART, 1g03 は本種の Sy no ny m であるo
体重 : 2.6~3.1 mm。
分布: 日本 (本州, 四国, 九州), 琉球列島, 台湾,
フィリピン , 中国, ヴェトナム,  タイ , アッサム。

参考文献 日本産種に直接関係ある文献は僅かで
あるので, 以下参考までに示しておく。
BALFOUR-BROWNE, J and M. SAT0, 1962. On the

Japanese species of the gen us Hydrochus
L EACH (Coleoptera,  Hydrophilidae),  Nipo-
nius, 1 (19) : 1-6.

神谷一男,  1939.   日本産水法甲虫類  〔 I〕  牙虫科
(1),  日本の甲虫,  3  (1 ) : 26-31・

REGIMBART, M., 1903. Contr ibution a la faune
Indo_chinoise, 19e memoire, Hydrophi l idae,
Ann. Soc. ent. France, 72: 52-64.

SHARP, D., 1873. The water-beetles of Japan,
T rans ent. Soc. London, 1873 : 45-67.

_ ,1884. The water-beetles of Japan, Trans.
ent. Soc. London, l884: 439-364.

( 名古屋女子大)
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第5 図 Hydrochtts c
ubu BALFOUR-BROWNE
et M. SAT0 チュウプホ
ソガムシの6 交 器

0 ノムラアカコメツ
キの採集例
ノムラアカ コ メツ

キ Ampedus (Par-
efater) om1‘raz e-
H限A は l968年, 1
雌個体に基づいて
美大島を模式産地と
して記載された種で
あるが, 非常に稀な
種の様で, その後の
採集例は少ない。 今
回, 小 ・原民から頂
いた 美大島のコメ
ツキムシの中から本
種の雄を見いだした
のでその全形を写真
で紹介し, 併せて未
だ知られていない雄
交尾器を図示してお
く。

1 雄, 奄美大島鳥
ケ峰,  8. iv. 1977,
小笠原隆採集。
末尾ながら貴重な
標本をご恵与下さっ
た小笠原隆氏にお礼
申し上げる。
(東京農大,

鈴木 互)

- 3 -

第6 図 Hydroch‘s
japOmCuS SHARP
ヤマトホソガムシの6
交属器
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ァヤムナビロタマムシ Sambus q1,tadrico1or E. SAUNDERS
の新産地 (北限) とその生息状況について

大 場 信 義

アヤムナビロタマムシ Sambus q'tadrtco1or E .

SAuNDERs, 1873 は体長 4~6 mmの小型種で, そ
の特異な色彩斑紋で一見して他のタマムシから識別
し得る。 黒沢 (l 963, 1970) によれば, オオイタビ
イタビカヅラ, イチジクなどを食し, 九州, 屋久島
美大島, 沖細本島, 八重山諾島, 台湾に産するが
四国及び本州の産地は詳かではないと云う。
筆者はl977年7 月に神奈川県横須賀市擴島の民虫
相調査を実施した際に, イヌビワの葉上より本種を
多数採集すると共に生息状況を観察することが出来
た。九州以北のはっきりした産地が知られてないの
に, 今回, 九州よりはるかに距つた東京湾内の小離
島で発見されたのは興味深いと思われるので, 同時
に観察した生態的知見と共に併せて報告する。
種名の同定を受け, 種々 御教示頂いた国立科学博
物館の黒沢良彦博士に深謝の意を表したい。

採集記録
19? 0 , 169 9 , 神集川県横須賀市公郷町接島,

8. vii i977, 大場信義採集。

標本は2 , ,  2 9 9 を黒沢博士の手許に差上げ,
残余は横須賀市立博物館に保管されている。

生患地概況および生息状況
獲島は東経139°40', 北総35°17' 付近に位置し,
面積51081.97 m2,  東京湾口に近く, 横須賀市より
約2 km沖に在る小自然島である。 島内にはタブ,
トベラ, シイなどの温特照薬一樹が繁茂し, その他に,
ハンノキ, ガクアジサイなども茂っている。 アヤム
ナビロタマムシは島の西側のみに見出だされ, イヌ
ビヮの葉上に限って多数の個体が認められた。 この
地域は島内でも冬期問の西北風を強く受け易い地域
で, 生育環境が不適なために衰弱したイヌビワに集

中して発生したとも考えられる。 この点に関しては
今後調査を進めたく考えている。
本種はイ ':?ビヮの葉を写真1 に於いて矢印で示し
た様に後食し,  1 株のイー又ビワの葉上に交尾中のも
のを含めて50~60頭もの多数を確認した。 通常は写
真2 に示した様に, 葉上に静止しているが, 晴天時
には近づくとかなり速かに移動したり, 飛翔し去る
こともある。採集した個体は雄19頭に対し9 はl6頭
で, 雄がやや多い程度であった。雌雄は, 雌の顔面
が他の頭胸部と同じ銅赤色であるのに, 雄の顔面は
他と異なるォリー プ様緑色である点で一見して区別
出来る。
なお, 旗島で本種を発見したのと同じ時期に他の
三浦半島各地のイヌビワを調査したが, 本種を確認
することは出来なかった。

参考文献
黒沢良彦, 1963. 原色昆虫大図鑑 (北隆館),  2 (甲
虫篇), 152頁, 第76図版, 第17図。

黒沢良彦, 1970.  日本産タマムシ科解説 (9), 甲虫
ニュース, (11),  3頁。

(神奈川県横須賀市立博物館)

4  -
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熊本県市房山のコガネムシ

小 林 裕 和

熊本県市房山に産する食葉性コガネム シの分布に
ついて, 筆者の手許にあるt票本を基に記録すること
にした。 採集時期が大部分7 月中旬から 8 月にかけ
てのもので, 多少とも採集された種類に片寄りが見
られる。 分布記録としてはまだ充分なものとは言え
ない。  しかしながら , 期に出現する種類について
は, ほぼ完全に近い記録になると思われる。 愛好者
話氏の参考になれば幸いである。 また, 今後とも調
査を続け,  さらに完全なものとしていきたいと考え
ているので, 資料をお持ちの方は是非お知らせいた
だきたい。 なお, 本編をまとめるにあたり責重な標
本を贈与下さり, 調査にご協力いただいた熊本県湯
山の西 和人君にお礼中し上げる。
1. Ectinoh()Pl ia obducta MoTscHuLsKY ヒ メ ア

シナ力' コカ- ネ

298頭, 26. vi.  1977, 西 和人採集。
2. Senca tokejii (1、'oMuRA. 1959) トケジビロウ

ドコガネ

1 6, 21. vil.  1973, 小林裕和採集。
3. Senca Planif rons NoMuRA, 1972 ッ ヤ ケ シ

ビロウ ドコガネ

l , 21. vil.  l973, 小林裕和採集。
4. Maladera castanea (ARROW, 1973) ァ カ ビ

ロウ ドコガネ

2 3 , 29 9, 21. vil.  1973, 小林裕和採集 ;
3 , 29 9, vil. 1974,  西 和人採集。

5. Gas troser ica加'gem'a (LEWIS, 1895) ヒ ゴ シ

マビロウドコガネ
l 9 , 24. vi. l974,  西 和人採集。

6. Parasenca gricea (MoTscHuLsKY, 1866) ハ

イイ ロビロウ ドコガネ

2 ( , 3 9 9 , 2 . vi l. 1974, 西 和人採集。
7. Me1o1ontha satsumaensis NIIJIMA et KINo-
SHITA, l923 サツマコフキコガネ

13 -o 3 , 1 9 , 21. vi l. 1973, 小林裕和採集 ;
11 , 499, 15-26. vi i i974,西 和人採集 ; 63
t) , 799, 21. vil. -6. viii. 1975, 西 和人採集。

8. Lachnos terna morosa (WATERHOUSE, 1875)
オオクロコガネ

24 6,  259 9,  21.  vil.  1973,  小林裕和採
集 ; 9 3 , 399 , 20-29. vii i974, 西 和人採集。

9. Lachnoster na kiotoensis (.ERENsKE, 1894)
クロコガネ

l t) , 1 9 , 27. vi.  西 和人採集。
10. LaChnosternapicea (WATERHOUSE, 1875) コ

クロコガネ

3 3 3 , 21. vii i973, 小林裕和採集 ; 2 o -o,
25. . vii i974, 西 和人採集 ; 19 , 21. vi i i975,
西 和人採集。
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11. e atae'Ill‘s prote'Isis FA!RMAIRE, 1891 l_
ケ'ナガクロコ力'ネ

10 , 21・ vii i973,  小林裕和採集 ; 1 , 25.
v il . 1974, 西 和人採集。

l2. HeptOphy11aPicea MoTscHuLsKY, 1857 ナカ'
チャコガネ

3 0 , 1 9, 27. vii i974, 西 和人採集。
13. Ado「etuS to'n‘tmaculatus WATERHOUSE, 1895
コイチャコ力'ネ

1 , 20・ vil.  1973, 小林裕和採集 ; 1 (5, 25.
vil.  l974,  西 和人採集。

14. pOpi11ia jaPomca NEwMANN, 1833 マメ コガネ

1 0,  59 9 , 21. vil.  1973, 小林裕和採集 ;
14頭, vil.  1974,  西 和人採集。

l 5. l tOPer t/1a o r‘'ea t a f is (WATERHOUSE, 1875)
セマダラコ ガネ

1 o,  19, 20・ vil-  1973,  小林裕和採集;4
') , l 9 , 21-29, vi l.  1974,  西 和人採集。

l6. AnOmala「ufOCupleaMoTscHULsKY, 1860 ヒ

メ コ ガネ

68頭, 20-21- vil.  1973, 小林裕和採集;56頭,
Vii・ 1974, 西 和人採集 ; 27頭, 20. vil - g.viii.
1975, 西 和人採集。

17. A'1omafaaf0op1'fosaaf0oplfosa(HOPE, Is3g)
9・  アオ ドウガネ

9頭, 21・ vil・ 1973, 小林裕和採集;13頭, 20
-29・ vi l.  1974, 西 和人採集 ; 37頭, 10. vii -
9. v i ii. 1975, 西 和人採集。

18. A'ZOmala gemCulata (MoTscHULsKY, 1866)
ヒ メサ クラコ力'ネ

1 9, 25・ vil- 1974, 西 和人採集。
19. AnOmala lt(Cons BALLION, 1871 ッヤコ ガネ

54頭, 21・ vil・1973, 小林裕和採集 ; 48頭, vil
l974, 西 和人採集 ; 35頭, vil.  1975, 西 和人
採集。

20. Atlomola;daimiana HAROLD, 1877 サ ク ラ コ

ガネ

9頭,  21・ vi l・ 1973, 小林裕和採集 ; 24頭,
vil・  1974,  西 和人採集 ; 51頭, 18-30. vi l.
1973, 西 和人採集。

21. Anomala cuPrea (HOPE, l839) ドウガネブ
イ ブイ

3 6 o, 2 9 9, 21. vil. 1973, 小林裕和採集;
13頭, 16-27・ vil.  1974, 西 和人採集 ; 6頭,
26. vii - 9. viii. 1975, 西 和人採集。

22. Mimela splendens (GYLLENHAL, 1817) コガ
ネムシ

6頭, 20-27. vi l. 1974, 西 和人採集。
23. Mlmefa di/ /Ia'11s (WATERHOUSE, 1875) ッ

ヤスジコガネ

5 -
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l -o , 21. vil. 1973,   小林裕和採集 ;  1 9 ,
19. vil.  l974, 西 和人採集。

24. Mimela takemurai SAwADA, 1942 タ ケ ム ラ

スジコガネ
l IS ,  2 9 , 21. vil.  1973, 小林裕和採集 ;

1 9 , 25. vil.  1974,  西 和人採集。
25. Rhombonyx (?) costata (HOPE, 1839) オ オ

スジコ ガネ

2 3 -o , 1 9, 21. vil.  l973,  小林裕和採集 ;
2 , 2 9 9 , 15-26. vi l. 1974, 西 和人採
集 ; l , 3. vi ii. 1975, 西 和人採集。

26. Rhombony,c (?) testaceipes MoTscHuLsKY,
1860 スジコ ガネ

4 3 , 21. vi l.  1973,  小林裕和採集 ; 4 o ,

2 9 9 , v il.  1974, 西 和人採集。
27. om0o y r (?) 11oiosencea fa o m c a (MA-

CHATSCHKE, 1952) キンスジコガネ
1 9 , 19. v il. l 974, 西 和人採集。

28. om0o,r加'M ( Pse“dotorynorrhina) J'a e-

m'ca HOPE, 1841 カ ナフン

1 ,  l 9,  21.  vil.  1973,  小林裕和採集;
2 , 3 9 9 , 27. vii - 9. vii i. 1975, 西 和人
採集。

29. Rhomborrhina (s. str ) unicolor MoTscHuL-
sKY, 1861 アオカナプン

2 3 , l 9 , 21. vi l.  l973,  小林裕和採集 ;
2 , 4 9 9, 13-21. vii i 974, 西 和人採集。

30. Rhomborrhi,ta (s. str ) polita WATERHOUSE,
1875 クロカナブン

3 3 , 28. vi ii.  1977, 西 和人採集。
31. Cetoma(Eucetonia) roe1ofst (HAROLD,1880)
アオハナムグリ

1g ,  l69 9,  21.  vil.  1973,  小林裕和採
集 ; 1 ,  1 9 , 25. vil.  1974, 西 和人採集。

32. Cetoma (E:ucetoma) pilifera (MOTSCHuLSKY,
1860) ハナムグリ

1 9 , 25. vil. l974, 西 和人採集。

33. 0:x;ycetoma jll・cmda (FALDERMANN,1835) コ

アオハナムグリ

6頭, 21. vil.  1973,  小林裕和採集; 6頭, 17
-31. vi l.  1974, 西 和人採集。

34. pr otaetja er ie,1t al is su bm a・ t ' o「e a ( BUR-
MEISTER, l842) シロテンハナムグリ

2 -,  l g, 21. vil.  l973,  小林裕和採集;
1 ,  2gg,  17-31. vil.  1974, 西 和人採集。

35. protaetia cataphracta ARROW, 1913 ム ラ サ

キッヤハナムグリ
2 g , 21. vil.  1973,  小林裕和採集 ; l 9,

25. vil.  1974,  西 和人採集。
36. Anthracophora rust icola BuRMEISTER, 1842
アカマダラコガネ

l g, 25. vil. 1974, 西 和人採集。
37. G o n m sυindiopacas (LEWIS, l887) アオ

アシナカ' ハナムグリ

第40号 ( l978年1 月)
1 9 , 21. vil. 1973, 小林裕和採集。

38. Parat n'chi us septemdecimpunctatus (SNEL-
L E N V A N VOLLENHOVEN, l864) ジュウシチホ

シハナムグリ

1 6 , 26. vi. l977, 西 和人採集。
39. 「n c i g s asiotnch加s) sMaMt g s(PALLAs

1781) ヒメ ト ラハナムグリ

1 ,  3 9 9 , 21. vi i i973, 小林裕和採集。
40. M oMoυa i g1‘s a g s t ico!hs an g st fco lhs

(WATERHOUSE, 1875) ヒラ タハナムグリ

4頭, vi. 1974, 西 和人採集。
上記のうち, オオスジコガネ, スジコガネ, キン
スジコガネの属名に関して, 野村と筆者は1976年の
昆虫学評論第29巻の中で,  この3 種を従来用いられ
てきた Mtmela属の中から, 中肢の爪の形態や他
の特徴などで, これらを狭義の意味でのMmeta属
からは除外して考えた。 その結果,  この3 種の属名
に関しては, 現在のところこれらに充てるべき適当
な学名が不明確になっている。 本編においては,  こ
れら 3 種の属名として Rhombonyx 属をあてたが,
この扱いについては再考の余地があるように思われ
る。 (束京都練馬区)

0イ シガキ トガリパサビカミキリ西表島に産す
イシガキトガリバサビカミキリ IProca ishig::kl-

a 'Ia BREUNING et OHBAYASHIは, これまでの産地
として石垣島のみであったが, 筆者は, 1977年5 月
2 日, 西表島美原の部落付近で枯れ枝に枯れずるが
巻き付いたところの叩き紹にて l 、O を採集したので
新分布地_ して報告しておく。
報告に際し, 発表を艪閧ら゚れ,  八重山採集時にお

tif:話になった東京都の小倉直樹氏にお礼中し上げる。
(和歌山市, 平松広吉)

0対馬から新記録のハネカクシ追加 (ハネカクシ科
分布資料7 )
対馬のハネカクシ類は白水・ 宮田 (1976) によっ
て編纂された 「対馬産.昆虫類日録」 に1975年までに
記録された23種が集録され, その後筆者等 (1977 :
甲虫ニュース, (36) : 14) によって追加記録された
l5種を合わせると現在まで38種が知られていること
になる。 昨年, 筆者の一人岸田 則は蛾類採集のた
め対馬各地で灯火採集を行ったが, その折 「仁位」
にての採集の際飛来したハネカクシ類をも採集した。
それらの中には下記の如く同島から未記録の5 極が
含まれていたので記録しておく。なお, 採集個体は
すべて1977年8 月6 日である。
1. C:1rPelinilts (Trogill!ts) e.ngt.u (ERICHSON)

2頭
2. 0ryfe'i‘s mgr tor FAUVEL l頭
3. SI‘m'as oc !i co r m s (WOLLASTON) l頭
4. Phi1onthus (Bisnius) sulcifrons SHARP 1頭
5. Ptatydracus inornatus (SHARP) クロガネハネ
カ ク シ 3頭

(東京農大, 渡辺泰明; 宝仙学園, 岸田泰則)
- 6 -
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オガサワラチビクワガタに関する生態覚書

渡辺泰明・ 田野口康彦

オガサワラチ ビクワガタ Fl'g b es  Oomnensis  は
l953年, 中根・ 黒沢両博士によって, 名前が示す通
り小 ;原諾島の父島を模式産地として記載された種
で, 後に同諾島の母島からも記録された。
本種は父島および母島においては普通に生息して
いる極の様で, 小笠原諾島へ調査・ 採集に渡島した
ほとんどの人速の採集品中に見られ, 成虫の生息地
や生患環境についてはかなり明らかになってきた。
しかし, 本種の幼期における生態や幼虫・ ｩ演等の形
態については来だ知られていない様である。 幸にも
筆者等は国立科学博物館主宰による 「伊豆・ マリア
ナ孤諾島の白然史科学的総合研究」に参加し, 昨年
9 月下句から10月上旬にかけて小'f、-原話島の父島お
よび母島の」是虫相を調査する機会を得たが, その折
に本種の幼虫 ・ ,laa. および成虫のそれぞれを採集する
ことができた。 また, 幼虫および?「,を持ちi、lり室内
で飼育した所, その内の一部をo1,化および羽化させ
ることに成功したので, これらの経験に基づき本種
の生態断片を紹介したい。なお, 幼虫およびｩl lの形
態に関しては別に報告する予定である。
本橘を草するにあたり, 御教示を更易つた黒沢良彦
博士および幼虫・ ?的の写真録影を せた鈴木 l l_東
京1iSi 大11虫学研究室 に心から御礼中し上げる。
採集地と生息環境
幼虫・ ｩfl  ・  成虫ともに本年9  月 29日,  小 原語島
母島北村の朽ちかかった力 ジュマルの樹技中より得
られた。  これらが生息していた間枝は直径10 ~ 20
cmほどの太さで, 切り落されたまま巨大なガジュ

'0. 40 ll Jan. 1978)

マルの樹下に放置されていたものと思われ, で断
ち割る程度から根掘りでも突き崩せる程度に朽ちた
ものまで存在していた。 また, 日中を通じてほとん
ど直射日光を受けない状況下に長く j政置されていた
ためかかなりの湿気を含んでいた。
幼虫 ・ 期・ 成虫の生息状況
幼虫 : 終令と思われる大型のものと, それに比し
やや小型で1 令期若いと思われる二つのダイブの個
体が同一の朽木中に見られた。 これらの幼虫は比較
的狭い範囲に 中的に生息している様で, 互の体が
僅か5 ~10 cmほど離れた間隔で生息しているのが
観察された。 持ち帰った終令幼虫の中で2 個体がm
化したが, 老然幼虫は孔道の奥に材部を食削してで
きた空間を利用して約10 x20n-rrほどの ｩ1室を作り
腹面を上方に向け?if 化した。

fl : 朽木中から3 個体を採集, 内2 個体を固定し,
1 個体を生かしたまま持ちt,f- り飼育した結果, 10月
16目に羽化した。 しかし, この個体の翅軸は完全に
伸びきらないlt.'i型であった。 f'はｩ l化直後は純白色
であるが, 日をおって漸次クリーム色となり, 羽化
真近かにはやや淡褐色を呈した。 ol lの期間はIll面化し
た個体が未だ羽化していない現状なので正確には判
明していない。 しかし,  9 月2q日に採集した新鮮な
flが10月中旬に羽化したことから推察すると20~30
日で,  1 ケ月を越えることはない様に思われる。
成虫 : 朽木中で単独の個体が発見されることもあ
るが, 多くの場合2 頭がペアーとなって生息し,  l
本の朽木中に数ペアーが故在している。従って,  l

第1 図 オガサワラチピクワカ' タの

- 7  -



甲虫ニュース

第2図 飼青中のオガサワラチビクヮガタの終令幼虫

ペアーでも生息していた朽木を発見すれば, その木
を丹念に調査することによって他の多くの個体を採
集することは比較的容易である。 日中, 朽木中から
採集された個体は極めて動作が鈍く, 地表に放置し
ても僅かな歩行がみられる程度に過ぎないが, 黒沢
博士によれば, 夜間には朽木中からはい出し, 朽本
表面に出現している個体も見出せるという。
筆者等は羽化直後の個体をも採集することが出来
たが, この個体は頭部および胸部は赤褐色で, 翅輸
は白色を呈していた。 しかし, 時間を経過した後に
は頭部および胸部は暗色化し, 翅鞘は明るい赤褐色
に変った。
なお, 幼虫・ ま1111 ・ 成虫を採集した際に, これらが
生息していた同一朽木中より1 卵塊を発見した。こ
の卵塊は40卵ほどからなり,  1 卵は直径 l mmたら
ずの白色球状を呈していた。 しかし, これらの卵を
解化させることができなかったため, 本種の卵塊か
どうかの確認はできなかった。 (東京農大)

O丹沢産の興味あるナガゴミムシ2 種
コ'ゼンナガゴミムシ Pterostidms latislylis TA-

NAKA は, 奥多摩御前山産の標本に基づいてl958年
に田中和夫博士によ・て記載された小形のナ力' ゴミ
ムシで, 主として水辺の石下に生息する。模式産地

である御前山以外では, 秩父山塊 (白岩山), 赤石
山塊 (入 山), 三河山塊 (段戸山), 鈴鹿山塊 (御
在所山) などから知られていたが, 富士箱根山地や
丹沢山塊からは全く記録がなかった。 しかし, 筆者
は丹沢山塊で本種を採集したので報告する。

2 , , 神奈川県丹沢物見峠, 29. vi ii. 1976, 田
尾美野留採集。

2 頭共, 物見峠付近の比較的大きな沢の支流にお
いて, 水辺の石下から見出したものである。
なお, 同日同所で, 砂の中に半ば埋れた石下より
交尾中のヮタナペナ力'コ' ミムシ Pterost ichus ω a-

tanabei TANAKA, 1 1 9も採集した。 丹沢からす
でに記録されてはいるが, 本種も採集された個体数
が非常に少ないので, 併せて報告しておく。

(東京都大田区, 田尾美野留)

- 8
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0マメダルマコガネの習性
マメ ダルマコ ガネ pa llelus parlnduS (WATER-

HOUSE) は, 我国に産する葉虫類の中ではマグソコ
ガネ亜科を除けば最小型種で, 多くは, 落葉やその
下の土をべルレーセ'処理することによって得られる。
その習性に関しては,  WoTERHOuSEは長崎で牛
英中より得られたと記しているし, 葉一塊らしいもの
を転がしていたと云う記録もある。 私の経験では,
今まで数英から採集したことはなか一 たが, 最近新
知見を得たので報告する。

l977年7 月16日の午後, 庄田達己氏と私は, 静岡
県天域峠から八丁池に向う山道でイノウェスジコガ
ネMimela lncuei NoMuRAを求めて夜間採集用の
幕を設置したが, 夕刻までに間があったので, 八丁
池に向って歩くことにした。 く歩いたが, 余り目
是しいものも採れないので, 山道にあった小さな黒
い数糞をほじくってみた。 このi は山道を歩いて
いるとよく出会うもので, せいぜい直径4~6 mm,
長さ2~5cmくらい, 黒く, 時にはやや光沢のある
で, よく石や切株の上に発見される。何の英かは
よく判らないが, の内容から推定すると, 猿や兎
のものではなく, 明らかに食肉日のi bの英で る
美虫に興味を持つ人でも, 多くはこの装に余り関心
を,J,- さない。せいぜいチビシデムシ類かハネカクシ
の微小種が来ているだけだからである。
ところが, この装'を崩してみると, fflく光る小さ
な, 脚を縮めた甲虫が現れた。懐中電灯の下でルー
べで見ると, 正しくマメダルマコカ'ネである。最初
に庄田氏が発見し, 私も1 頭を見つけた。そこで,
山道の同種の葉を全部調べてみたが, その結果次の
様なことが判った。

マ ダルマコガネは, 黄の中に入っていることは
余りなく, 葉の表面か, 下側の地面に接する所, つ
まり, 英の表面を つていることが多い。私たちに

は全く同じ様に見える英でも, マメダルマコガネの
いる装といない葉があり, いる. には2 ~ 3 頭も来

ているものもある。 数 ばかりではなく , 岩の表面

などにある鳥葉にも来集する。 島 はある程度厚み
のあるものの方がよく, 数頭を採集することが出来

た。

以上の通りであるが, この様なことは, 私には始
めてのことであるので, 一応報告することにした。

(東京都杉並区, 石田正明)
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Pido:ma類の訪花性に関する研究*
第二報 大菩産日川林道における調査結果

斎藤秀生・ 楠 嘉博・ 長山 仁

先に筆者の一人斎藤は, 群馬県管沼における ハナ
カミキリ, 特に Pidonta 類の訪花性について報售
し, 種により訪花植物の 好性が異なることを指摘
した。その後窪木等 (1977) も日光仁加又沢におけ
る同属の訪花性に関する調査結果を報告している。
筆者等はこの現象を更に明確に解析することを目的
として下記の如く調査を行ったので報告し諸賢の参

考に供したい。
調査時期 : 1977年7 月4 日。
調査地域 : 山梨県塩山市日川林道 (大書産)。
調査地域の概要 : 当地は伐採が進み, 所によって
はカラマツの植林が行われているが, 本来はクリ帶
からブナ帶の植生地域と考えられ, 1,500 m付近で
はブナとゥラジロモミの混合林も認められる。また
林道に沿って5 月に開花するャマブキ, コデマリ,
力エデ類から 8月に開花するノリウッキ,  リョウブ
シシウ ド等の植物にいたるまで, 多種多様の訪花
物が存在している。
調査方法 : 林道を歩きながら訪花 物ごとに採集
した力ミキリ類を種分けし, それぞれのデータを記
録した。
調査結果 : 第1 表に示した通り, 訪花植物から採
集した Pldoma 類は合計l6種484 個体である。 こ
の中でヤグルマソウから採集された個体は63.4%に
あたる306 個体にものぼるが, 種類数は訪花 Pido-
m a 16種中の僅か4 種 debMs, ztls1l加rata, masa-
kii, oyamaeのみであった。一方他の12
種はごく近接した地域の花に訪花してい
るにもかかわらず, ヤグルマソウの花上
では1 個体も採集できなかった。 このこ
とは,  Pidonta の種による訪花の 好
性がある程度限定されていることをうか
がわせる。 前回の報告では, Pido'uaの
2 種の訪花植物間の移行現象を報告した
が, この場合では, 訪花植物の開花時間
の徴妙な差によるもので他の訪花植物が
存在しなかった結果に基づく ものと考え
られる。
それに対し今回の場合は他に訪花植物
が存在しているにもかかわらずその種の
嗜好に合致する訪花植物にのみ訪花し,
あえて他の植物には訪花しなかったもの
と思われる。
また, Pidot11a類の中で極端な 好性

* 第一報 群ll3県管沼にお:ナるハナカミキリ類
の訪花性について (特に Pidoma について),
甲虫ニュース (1976),  、'0.36,  pp. 11~13.
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を持つ種が存在している場合. 優占種の割り出しな
どは非常に困難である。 例えば今回の調査で林適か
らはづれたャグルマソウの存在に気付かなかったな
らば, 採集個体は別表中の「その他の訪花植物」の
欄だけのものになり優占順位が異なった結果をまね
いた事と思われる。
この事は訪花性に基づいて Pzdoma各種の生息
状態あるいは発生消長等の解析を行う場合には訪花
植物に対しての充分な配慮が必要であることを示し
ている。 したがって, 今後は優占種等を割り出す場
合は, そのサンブルを得た訪花 物を明確にすぺき
であると考える。
なお, 大ﾜ_f -産におけるカミキリ類の訪花性に関す
る調査は継続中で, それらの結果は後日楠, 長山等
によって発表される予定である。 末筆ながらこれを
発表するに当って終始懇.篤 な御指導を良易つた東京農
業大学昆虫学研究室の渡辺泰- 明助教授に心から御礼
中しあげるとともに, 本調査に積極的な御協力をい
ただいた, 小野寛昭氏にも深く感謝する。

参考文献
前報に記した文献は全て省略した。
徳永雅明・ 笹川満広・ 秋山順 ( l959), 果樹の訪花
虫についての2,3 の考察 ; 京都府立大学学術報告,
農学, l l : 59-70。
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Life of Beetles; George Allen & Unw in L td.
London, 93-94.
富樫一次(1976), 石川県におけるクリ園の昆虫相

(第3 報), クリの訪花昆虫; 石川農業短期大学報告,
6 : 54-58。
窪木幹夫 (1976),  日本産 P'doma属の覚え書

(9), Pidoma の訪花性について ; 甲虫ニュース ,

36 : 8-9。
斎藤秀生・ 倉田悦子・ 星野晴美(1976), 群馬県管
沼におけるハナカミキリ類の訪花性について (特に
Pido,ua について) ; 同誌, 36 : l l -13。
窪木幹夫・ 柴田考:尚・ 田中直 (1977), 群馬県 ' 仁
加又沢におけるヒメハナカミキリの生態調査一特に
その垂直分布と訪花性について; NC-w EntOmol・,
26 ( l ・2) : 15-24。
幾留秀一 (1977), カミキリムシ類の訪花の観察記
録 ; げんせい, 32 : l l - l3。 (束京農大)

0モジャモジャツチイロゾウムシ本州での記録
モジャモジャツチイロゾウムシ PseudOhy1obiuS

setosus MoRIMoTo, 1962 は九州の福智山, 熊渡山,
英彦山から採集された標本に基づき森本 桂博士に

よって記載されたもので, 体長6 mm足らずと小さ
いうえに, 体色, 体形ともに地味で図鑑にも載って
いないためか, その後新産地発見の報告がない。 し
たがって本州からは全く記録されていなかった。
筆者の手元には, 本州産の本種が3 頭あるので,
本州初記録として報告する。

1頭, 奈良県春日山, 27. iv. l976, 有本久之採
集 ; 1 , 和歌山県護摩ノ;ltt山, 27. vi・ l976, 森
康真採集 ;  l 6 ,  和歌山県護摩ノ 山, 22・ v ・

1977, 筆者採集。
'

-
t

v
1

・

・

末筆ながら, 貴重な標本を御恵与下さった有本久
之, 森 康真両氏に感謝する。

(和歌山県有田郡, 的場 )
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0タイワンオビハナノ ミ島取県で採集される
タイヮンオビハナノミ GlipaPtci ERMISCHは台
湾, 屋久島, 九州, 四国, 本州に分布するが, 台湾
と屋久島を除けば採集例はわずかなものである。 本
州では紀伊半島の高野山と三重県平倉から各1 頭づ
つ採1集されているだけであったが, 鳥取県産の標本
があるのでここに報告しておく。

1 。,  鳥取県高鉢山, 1. viii. l976, 山地 治採

集; l g, 同,  8. v前. l976, 山地採集。1319,
7. viii. 1977, 山地採集。
なお, 九州においても最近の採集例は間かないの
で手許の標本を併せ報告しておく。

19, 福岡県英彦山, 30. vii i970, 鎌苅哲二採
集。
以上の標本は筆者が保管している。 標本を恵与さ
れた山地治・ 嫌苅哲二両氏に厚くお礼中しあげる。

(大阪市住吉区, 畑山武一郎)
0ヶヤキを食樹とする
ナガタマムシ属3 種について
多摩川水系流域の各所から採取したケヤキの枯枝

(太さ1~10cm)から, ムツポシタマムシ (Ch「ySo-
bothris succedanea SAuNDERs) およびシロテンナ

ガタマムシ (Agrilus sosPes LEWIS)  とともに下
記の3 種のナガタマムシの脱出を観察したので報告
する。
1. Agrilus tempestiυus LEWISウグイスナガタマ
ム シ 20. 111. ~10. iv. l977 採取の材から l9・
iv ~10.  v . 1977 に脱出。
多摩川水系のほぼ全域 (登戸, 日野, 高尾, 案下,
福生, 青梅, 氷川, 日原, 小管, 落合, 秋川) のケ
ャキの枯枝から多数の個体 (合計332 頭) が脱出し
た。従来, =レ, ケヤキ,  ミズナラ, カェデなどの
葉を後食するこ とは知られていたが確実な食樹は不
明であった。
2. Agr i sυz' rz' d ioOsc l‘s SAuNDERS アオグロ

ナ力' タマムシ 20. in ~10. iv. 1977 採取の材

から 20. iv ~ 8.  v. l977 に脱出。
多摩川水系の中・ 上流域 (登戸, 案下, 福生, 靑
梅, 氷川, 小管, 落合) のケヤキの枯枝から合計33
頭脱出した。従来, =レやヶヤキなどの葉を後食す
ることは知られていたが食樹は不明であった。
3. Agri'f g s lmz' t ans  LEWI ムネァカナガタマム

シ 20. 前. ~10. iv. 1977 採取の材から21・ IV・
~30. iv. 1977 に脱出。
多摩川水系の案下, 秋川および丹波の3 ケ所のケ
ャキの枯枝から合計16頭, 脱出した。本種は別名エ
ノキナカータマムシと呼ばれ, 食樹としてェノキのみ
が知られていたが, ケーt・キをも食することを見出し
たので新食樹として追加したい。なお, 本種は従来,
西南日本に分布の中心を持つ種で, その東限は長野
県下であった。

最後に, 種の同定と種々 のご教示をいただいた黒
沢良彦博士に深謝する。

(藤沢市, 山上 明 ; 杉並区, 大桃定洋)
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ケシキスイ幼虫にみられた気門の消失

林 長 閑

アカマダラケ シキスイ Las io-
dactylus pictus (MAcLEAY) の
終 幼虫の中に第4 腹節左側の気
門が写真で示すように消失してい
る1 個体を見い出した。鞘翅目の
幼虫気門に現れた奇形についての
記録はこれまでにないと考えられ
るので報告しておきたい。
奇形が発見された個体は横浜市
内で相橋の腐敗果実から本年6 月
に採集した16頭中の1 頭である。
念のため手許にある他の産地の標
本12頭を調べたがこのような奇形
はみられなかった。 本種について
は調査した個体が少ないので断言
できないが珍らしいケースと思わ
れる。本f重を含めケシキスイムシ
科Nitidulidaeの幼111、には胸部・
腹部の気門が体表から目立って突
出する種が多い。 また本種の幼虫
はからだが大きいことと (体長約
10 mm), 気門の突出部が暗 色であることから気
門の存在を一層明らかに示してくれる。
この科の幼虫気「'1 の一般的な構造は図に j'すよ う
に (図はァカマダラケシキスイ終齡幼虫の第3 腹節
気門), 突起部の先に2 つのair-tubes (a) と, それ

0ナカグロキバネク ビナガゴミムシの記録
ナカグロキ,、ネクビナガコ' ミムシ 0daCantha

puzi1oi SoLsKYは平地の湿地帶に生息する小型の
コ' ミムシであるが, 最近になって日本から記録され
た種類で, 1957年に埼王県厳市産の標本に基いて,
土生昶申博士によって最初に報告された。 その後,
須賀邦耀氏により, 東京都江戸川区行徳 (3・ v・
1975, 10頭), 千集県手資沼 (27. vil・ l975,  2頭)
などで採集され, 栃木県渡良瀬遊水池からも記録が
あるが, いずれの地域においても数は少ないようで
ある。
筆者は神奈川県で本種を採集したが, これは同県
初記録であると思われるので報告する。

l頭, 神奈川県横浜市港北区鶴見川, 11・ iv・
1976, 田尾美野留採集。
採集した個体は提防内の湿地の水面に落ちていた
ものである。
なお, 新記録ではないが, 1977年5 ~6 月に渡良
瀬遊水池で比較的多数の本種を得, 若干の興味ある
事実を知り得たので報告する。

5頭, 栃木県渡良瀬遊水池, 1・ v- 1977 ;17頭,
同上, 21. v. 1977; 2頭, 同上, 11・ Vi・ 1977,
いずれも田野美野留採集。 5 月1 日には同行の粂氏

No 40 (Jan. 1978)

一t

をとりまく周気門輸 pt,r itreme
(p) があり, air-tubes から気管
trachea (t) が体内へと続いてい
る。 気門が実出部の先にあるため
気管もその一部が外に突出してい
る(気門気管)。 今回の奇形個体は
気門の位置がたいらで前記の着色
された部分もないことから一見,
全く気門が消失しているようにみ
える。 しかし顕微鏡下ではかすか
に周気門輸と air-tubes の 一

跡が
認められる。 解割していないので
体内に気管が残されているか否か
明らかでないが, 気管があっても

気門の状態から呼吸作用の困難さが一f想される。なお
第7 腹節左側の気門は色彩がうすく, きわめてわずか
ながら発育のll' さが認められる。 興味深いことはこの
ような欠陥をもつ個体であるが生育状態がほぼ平均を
示していることである。 (横浜市)

も数頭を採集している。 採集地は遊水池の一角の芦
の繁みの中にある小流周辺の湿地で, 同属のハネァ
カクビナ力'コ' ミムシ 0dacantha aegrota BATES と
共に見出された。これらは,  5 月 l 日に訪れた折に
は, 本種は水際からかなり離れた湿地上にも見るこ
とが出来, aegrota との個体数の差もそれ程大きく
はなかった。 しかし,  5 月21 日には両種共に個体数
を增してはいたが, 本種は水際から数十センチ以内
の場所に限られ, その他の場所ではae9rotaのみが
見られた。さらに,  6 月11日には, ae9「of aは湿地
上の各所で多数の個体を見ることが出来たのに, 本
種は水際にごく近い芦の間より2 頭を得たに過ぎな
かった。

以上のi i実から推定すると, 比較的暖地性である
aegrotaに較べ, より北方系である本種の方が越冬
から覚めて出現する時期が早く, 春先には優先種と
して湿地上を広く占有するが, ae9rotaの個体数が
增すにつれて, 水辺に近い限られた地域に追いつめ
られ, 個体数も少なくなっていく様に思える。従来
の本種の記録が少ないのも, 上記の如く, 出現時期
の早いことと, aegrotaの出現と共に急激に生息域
が減少し個体数を減ずることに関連があるものと思
われる。 (東京都大田区, 田屋美野留)
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0ザウテルクピナガハンミ ョウの記録
ザウテルクビナガハンミ ョウCouyris (NeOCol ly-

ris) sauter i HORN, 1912 は台湾に産する3種の
Collyris属中, シロオビクビナガハンミョウに次い
で比較的稀な種であるが, 筆者は東京f1- 大の久保田
正秀氏の御好意によ り高雄県宝山産の標本を検する
ことができたので報告する。

l頭, 台湾省高雄県宝山, 20・  v・ 1975
なお, 三輪 (1936) は産地として大1省林 (大林),
恒春を記録しているが, 同地方の記録は初めてと思
われる。
末筆ながら, 貴重な標本を検する機会を与えて下
さった久保田正秀氏に深謝する。

(束京農大, 境野広行)
0日本産ハナノミ族の種別分布資料(1 )
ハナノミ科甲虫については, 同好者が少なかった
こともあって, その分布状況はいまだに把握できな
い種類が大半を占めている。そこで, より確かな分
布状況を近い将来に得るために, これから私の知る
限りの記録に加え大阪の畑山武一郎氏の協力を得て
特定のものを種類別にまとめていくことにしたい。
ただ, 多くの文献を渉3、flしたわけではないので, 多
少は分布記録の見落しがあることと思う。 それらの
ご教示をお願いするとともに, 未記録地域の標本を
お持ちの場合には私までご連絡下されば誠に幸いで
ある。
ォォシラホシハナノ ミ H1oshthananomia j)i ri ka

KON0

北海適: Yamako、。hinai (河野, 1975) 〔原産地〕;
本州 : 福島県相馬部飯棚村 (田添,  1973) ; 同南会
津部検枝岐 (矢野, 1975) ; 群馬県片品村大沢 (高
桑, 1967) ; 長野県軽井沢 (平山, 1974) ; 同木曾駒
ヶ岳 (日高, 1975: 19, 6. vil, 1964, 横山 創

採集, 畑山氏蔵); 兵庫県 伏山 (辻 , 1972 ;  ミッ
オホシハナノミとして記録) ; 四国 (新記録) : 高知
県手箱山 (1頭, 27. vii i961, 横山 創採集, 畑

山氏蔵) ; 同梶ヶ森 (19, 26. vii i971, 筆者蔵) ;
九州 (新記録) : 大分県組母山 (19 , 21. vil・ 1970
Y . 松永採集, 畑山氏蔵)。
以上のうち, 兵庫県第一伏山の2 頭以外はすべて1
頭づつの採集例。
西日本の9 個体は上超後方の白色紋が次種ミッオ

第40号 (1978年1 月)
ホシハナノ ミの9 のそれに一見似た形となる場合が
多いようなので注意が必要である。簡単には, 本種
の上翅の紋は純白色, 尾節板は先端が鋭く尖るのに
対し, 次種は上翅の紋がいくぶんとも黄色がかり,
また尾節板は先端が切断状なことで見分けられる。
ミ ッ オホシハナノ ミ Hoshiha'lanomia mitSuOi

NAKANE et NOMURA
本州: 兵庫県六甲山 (野村, l976) ; 岡山県岡山市
金山 (1 9 , 3. viii. 1970, N. 末永採集, 畑山氏
蔵) ; 鳥取県高鉢山 ( 19 , 1. viii. 1976, 山地 治
採集, 畑山氏蔵) ; 広島県呉市野,・山 (小阪 ,1967)
同宮島 (小阪, 1970); 九州: 若杉山 (中根・ 野村,
1950) 〔原産地〕。
前種がブナ帶に分布し, 本種は西日本の低山にの
み分布するようであるが, 両種とも採集例が少ない
ためはっきりしない。宮島では7 頭, 若杉山でもぃ
くっか (原記載に使用されたのは2 頭) 得られてい
るようである (ただし戦後は採集されていないとい
う) が, その他では1 頭づつの採集例。

で上翅の紋はかなり異なり,  6 は紋が退化し
て中部日本のオオシラホシハナノミに似てくる。 9
は原色日本昆虫大図鑑IIにも図示されているが,
はまだ図示されたことはないようなので注意。宮島
と若杉山ではサクラから採集されたという。

(横浜市金沢区, 高桑正敏)
お 詑 び

昨年8に発行する予定のところ, 世話人間の速絡
不十分や多忙が重なり, ーケ月も発行が遅延し, 皆
様にご迷惑をおかけしたことをお詑び致します。 次
号は予定通り3 月末に発行致します。皆様の御投稿
をお待ちしております。 なお, 今号で40号を迎え,
年度末で区切りがよいので, 一応の区切りをつけて」
今までの総日次を作ることを計画しております。

(細集部)

甲虫談話会
会費 (1 カ年) 1500円, 次号は3 月下旬発行予定,

投稿.メ 切は2 月20日。
発行人 黒沢良彦
発行所 甲虫談話会 東京都台束区上野公国

国立科学博物館動物研究部内
電話 (364) 2311, 振替東京 60664

昆虫の器具は「志賀昆虫」へ
日本ではじめてできた有頭昆虫針! !
l , 2 , 3 , 4 , 5 号 (各号100本 l60円)

なお, 無頭針00号もできました。 その他, 採集

標本整理用各種器具も取摘えてあります。
〒 150  東京都渋谷区渋谷1 丁日7 - 6
電 話 (03) 409 - 6401 (ムシは一ばん)
振 替 東京 21129

志賀昆虫普及社

タッミの昆虫採集器具

ドイツ型標本箱 木製大 ￥ 5, 000. 桐合板
1 製インロー型標本箱中 ￥1,400, 送料一箱につき
1 都内及第一地帶 : 3個以下￥1,200, 4 個以上￥850
, (以下同様), 第2 地帯￥1,400, ￥950, 第3 地帯j
・ ￥1,600. ￥1,050. 其他, 各種器具, 針などを製作ｻ
、版売してます。カタログを御請求下さい。 (￥140)1

タ ツ   ミ   製作所 1
、 〒 113  東京都文京区湯島2-21-25 1
1 電話 (03) 811-4547, 振替6- l l3479 1
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